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　　　　　　　 （1992年 11月 19日受理 ）

1 ．セ ン タ
ーの 由来 と役割

　名古屋大学 に は放電 ・プ ラ ズ マ 研 究 の 長 い 歴 史

と伝統 が あ ります．旧 プ ラ ズ マ 研究所が 名古屋 大

学 に 付 置 さ れ る 1 年前 ， 則 ち 昭和 35年 （1960年）

に は 工学部 に プ ラ ズ マ 工 学研 究施設が設置 され て

い ま した．理学部 にお い て も宇宙にお け る プ ラ ズ

マ 現 象の 研 究が 精力的 に行わ れ て い ま し た ．

　本 セ ン タ
ー

は，プ ラ ズ マ 研 究所が 輝か しい 28年

の 歴 史を閉 じ，文部省核融合科学研 究所 に 転換 さ

れ る に 際 して ，プ ラ ズ マ 研究 所 の 設置 目的 の
一部

に謳 わ れ て い る
“
プ ラ ズ マ 科学の 体系的 ・基礎 的

研究 と研究者の 養成
”

の 役割 を継承 ・発展 させ る

ため ，同研 究所 か ら振替 え られ た 3 部門相当 （教

官 8 名 ， 事務官 1 名）を母体 とす る 新 し い 学内共

同教育 ・研究施設 と して ，平成元年 （1989年） 5

月 29日に発足 しま した．研 究室，事務室，実験室

の 一部 は核融合科学研究所新館 に あ り ， そ の他 に

第 1 実験棟 ， 第 2 実験棟 が あ り ます．

2 ．セ ン ター に お ける教 育 ・研 究 活動 の 概

　　要

　第 1 部門 （非線形 プ ラ ズ マ 物性）は理 論 お よび

計算機 シ ミ ュ レーシ ョ ン 研 究 に重点 を置 い た部門

で
， 波動 と粒 子 の 非線 形相 互作 用 な ど の 研 究 を

行 っ て お り，大学 院教育 で は 理学研 究科 に 協力 し

て い ま す ．ま た 第 2 部門 （プ ラ ズ マ 動態）お よ び

第 3部門 （プ ラ ズ マ 診断）は 実験研 究 に重点 を置

い た 部門 で ，高周波電磁 場 とプ ラ ズ マ の 非線形相

互作用 ，磁気流体 プラ ズ マ の 自己構造形成 お よ び

レーザー応用 プ ラ ズ マ 計測法 の 開発 な ど の 研究 を

行 っ て お り，大学 院教育 で は 工学研究科 に 協力す

る体制 に な っ て い ます． し か し セ ン タ ー内で は部

門間に壁 を設 けず ，

一体 と し て 運営 さ れ て い ます．

　 こ の よ うに本セ ン タ
ー一一

は 2 つ の 研究科 に 関係 を

もつ 学際的 セ ン タ
ー

で ，平成 4 年度 に は理 学研究

科 お よ び 工 学研 究科か ら そ れ ぞ れ 4 名 の 大 学院生

を受け入れ，ユ ニ
ー

ク な活動 を展開 して い ます．

また，本 セ ン ターに は，直線 型 非線形 実験 装置

（NPX ）， 逆磁場 ピ ン チ 装 置 （STP −3M ），
お よ び

新計測 法開発 装置 な どが設置 され て お り，共同研

究用 に供 され て い ます ．

3 ．簸近の 妍 究成栗 トピッ クス

（1） 太 陽高 エ ネル ギー粒子の化学組成

　　太陽 フ レ ア
ー

中 で の 磁気音波 に よる粒子加 速

　　機 構 に よ り ， 平均 の 化学組成 ，
お よ び

3He
の

　　過 剰 現 象 を 統
…

的 に 説 明 し た． （PSC −22，

　 　 Plasma 　Science　Center，　 Nagoya 　University，

　　∫une 　1992）

（2） サイクロ トロ ン 赭熱 に お ける非線形効果 の 重

　　要性 を指摘

　　プ ラ ズ マ の サ イク ロ トU ン 加 熱 に お い て ，入

　　射電力 の 増加に 伴い 統計的加熱よ りもマ ル コ

　　 フ 過程 に 起 因する 非線形加熱機構が 圧 倒的に

　　重要 と な る こ と を見出 した．（Phys，　Rev．　A45，

　　3920　（1992））

（3） 逆磁場 ピ ン チ （RFP ）プ ラズ マ に お け る新 し

　　 い ダイナ モ 作胴 の発見

　　電 流 に 比 例 して
， ト

ー
ラ ス 全域で トロ イ ダ ル

　　磁束が 一様に増加す る こ と
，

ま た そ の 比例定

　　数 （実効 イ ン ダ ク タ ン ス 〉は プ ラ ズ マ の 副 半

　　径 に比例す る こ と を発見 し た。（図 1 参照）

（4） 反応性 プラズ マ 中の ラ ジカ ル 生成 ・消滅機構

　　の解明
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　　 レー
サ

ー誘起蛍光広，質量 分析広な と を用 い ，

　　ヘ リ コ ン 波て 作 られ た高密度 プ ラ ス マ 中 て の

　　各種 中 性 ラ シ カ ル ，イ オ ン 等 の d 成　消滅機

　　構か 明 らか に な っ て きた

  　高周波電場を絹 い た プラス マ 物理 の基礎実験

　　ヘ リ コ ン 波に よ る高密度プ ラ ス マ の ヰ成 ， 高

周波電場 に よ る周辺 プ ラ ス マ の 制御 と トカ マ

クへ の 応用 ， お よ ひ高知 1高周 波放亀 に よ る

リ ン グ状 プ ラ ス マ （図 2 参Htt）の 発 ノL機構 の

解明な と に 成 果 を挙 げ て い る

　築 島隆繁　（名大⊥ 字部／プラ ズ マ 利字セ ノ ター
）

トロイタ 丿レ磁策／
　 プラ ス マ 電 流
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図 1　 トロ イ タル 磁束 とプ ラ ス マ 電流の比例則 図 2　高周波電極間 に 形成 され る リン ク状プ ラ ス マ

プ

　

、齲脇

54

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


